
広報あんじょう 2015.12.15 俄

デ
ン
パ
ー
ク
前
に
自
転
車
走
行
空
間
を
整
備
し
ま
し
た

◎
市
内
で
初
め
て
車
道
の
路
面
に

自
転
車
の
走
行
位
置
を
標
示

本
市
で
は
、
自
転
車
の
走
行
し

や
す
い
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
平
成

年
３
月
に
策
定

２０

し
た「
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
計
画
」に
基
づ
き
、
道
路
状
況

に
応
じ
て
自
転
車
走
行
空
間
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
市
道
大
東
住
吉
線
等

に
お
い
て
、
歩
道
内
で
歩
行
者
と

自
転
車
を
分
離
す
る
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
通
行
空
間
の
路
面
標
示
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
市
道
デ
ン
パ
ー
ク
通

り
線
で
、
市
内
初
と
な
る
自
転
車

が
車
道
を
走
行
す
る
際
の
走
行
位

置
を
示
す
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン（
写
真

で
は
赤
）を
標
示
し
ま
し
た
。

◎
市
道
デ
ン
パ
ー
ク
通
り
線
に
お

け
る
自
転
車
の
走
行
位
置

自
転
車
で
車
道
を
走
行
す
る
場

合
は
、
自
動
車
と
同
じ
よ
う
に
左

側
を
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
道
デ
ン
パ
ー
ク
通
り

■問
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈

〉２
２
４
３
）

７１

線
は
歩
道
が
自
転
車
歩
行
者
道
に

指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
歩
道
を

自
転
車
で
走
行
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

▲▲市道デンパーク通り▲市道デンパーク通り線線

▲▲自転車の走行位置自転車の走行位置図図
ブルーライン上を矢印に沿って走行してくださブルーライン上を矢印に沿って走行してくださいい ▲▲

●
と
き

来
年
２
月
６
日
松（
特

に
記
載
の
な
い
も
の
は
午
前
９
時

分
～
正
午
、
受
け
付
け
は
午
前

２０９
時

分
～

時
）

１０

１１

●
と
こ
ろ

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
妊
婦
と
そ
の
夫

●
申
し
込
み

要
予
約
の
も
の
は

来
年
１
月
４
日
捷
～

日
晶
午
前

２９

８
時

分
～
午
後
５
時

分（
松

３０

１５

掌
抄
を
除
く
）に
、
直
接
か
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
胃〈

〉１
１
０
３
）へ

７７

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時・

２０

１０

時

分
・

時

分

１０

４５

１１

２５

●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
い
、

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
を
体
験

（
約

分
）

１５
●
定
員

各

組
１２

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
と
き

午
前
９
時

分
～

時

２０

１０

分
・

時

分
～

時

分

２０

１０

４０

１１

４０

●
内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
の
接
し
方

等
を
学
ぶ
。
赤
ち
ゃ
ん
の
父
母
か

ら
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
体
験

談
を
聞
き
、
交
流
し
ま
す

●
定
員

各

組
１３

●
そ
の
他

高
校
生
が
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
参
加
し
ま

す■
絵
本
読
み
聞
か
せ
コ
ー
ナ
ー

●
と
き

午
前
９
時

分
・

時

４０

１０

分
・

時
５
分
・

時

分

２５

１１

１１

４５

●
内
容

読
み
聞
か
せ
の
実
演
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
の
紹
介（
約

分
）

１５■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
内
容

夫
が
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
を
着
用
し
、
日
常
生
活
の
動

作
を
体
験（
約

分
）

１０

■
赤
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

●
内
容

身
近
な
材
料
で
お
も
ち

ゃ
作
り（
約

分
）

１５

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
内
容

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
や
歯
の
豆
知
識
、
家
族
風
呂

デ
ビ
ュ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
紹
介

体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

■
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
部
門

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

磯
村
光
子

み
つ
こ

●
美
化
部
会
長
賞

鳥
居
実
江

じ
つ
え

●
サ
ル
ビ
ア
賞

杉
浦
誠
子

せ
い
こ
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ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門
に

人
、

３１

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
部
門
に
７
人
、

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
部
門
に

人
１５

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
各
部
門

の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

※
応
募
作
品
の
写
真
は

月

日

１２

２４

昭
ま
で
堀
内
公
園
に
展
示
。

〈
敬
称
略
〉

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

藤
田
綾
子

あ
や
こ

●
美
化
部
会
長
賞

井
上
敏
子

と
し
こ

●
サ
ル
ビ
ア
賞

田
中
陽
一
、
川

よ
う
い
ち

か
わ

治
静
子
、
川
崖
禎
子

じ
し
ず
こ

か
わ
ぎ
し
て
い
こ

■
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
部
門

●
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
賞

福
永
勝ま

さ
る

●
美
化
部
会
長
賞

日
下
貴
則

た
か
の
り

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
の
コ
ン
テ
ス
ト

結
果

■問
▼
公
園
緑
地
課

（
緯〈

〉２
２
４
４
）

７１

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う

（
緯〈

〉１
３
１
５
）

５５

藤藤田さんの作藤田さんの作品品

磯村さんの作磯村さんの作品品 福永さんの作福永さんの作品品

西
三
河
最
大
級
の
基
幹
病
院

と
し
て
知
ら
れ
る
安
城
更
生
病

院
。
病
院
設
立
の
立
役
者
、
岩

瀬
和
市
は
、
明
治
（
１
８
９

２４

１
）年
に
碧
海
郡
古
井
村（
現
古

井
町
）の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
家
庭
の
事
情
で
高
等
小
学

校
を
退
学
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
和
市
は
と
て
も
勉

強
熱
心
で
、
県
立
農
林
学
校
長・

山
崎
延
吉
を
師
と
仰
ぎ
教
え
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

明
治
期
は
資
本
主
義
経
済
の

確
立
の
時
期
で
し
た
。
農
作
物

の
商
品
化
や
貨
幣
経
済
の
浸
透

に
よ
り
、
商
品
の
売
買
や
資
金

調
達
な
ど
が
、
従
来
の
農
家
に

は
困
難
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
農
家
が
協
同
組
織
を

作
り
、
不
利
な
状
況
の
打
開
と

経
済
的
な
利
益
の
確
保
を
目
的

に
、
明
治
（
１
９
０
０
）年
、

３３

産
業
組
合
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。延

吉
は
産
業
組
合
の
設
立
を

奨
励
し
て
お
り
、
和
市
は
そ
の

薦
め
ど
お
り
、
大
正
３（
１
９

１
４
）年
、
同
志
た
ち
と
古
井

村
に
産
業
組
合
を
設
立
。
和
市

は「
人
間
は
創
意
工
夫
せ
よ
」

「
人
一
倍
働
け
」と
い
う
延
吉
の

教
え
を
信
じ
、
産
業
組
合
の
発

展
に
尽
く
し
ま
し
た
。
や
が
て
、

県
下
で
も
優
秀
な
産
業
組
合
と

し
て
評
価
さ
れ
、
和
市
も
指
導

者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

昭
和
３（
１
９
２
８
）

年
、
和
市
は
碧
海
郡
購

買
販
売
利
用
組
合
連
合

会（
通
称
、
丸
碧
）の
理

事
に
な
り
ま
し
た
。
翌

年
か
ら
昭
和
恐
慌
に
見

舞
わ
れ
ま
す
が
、
丸
碧

は
鶏
卵
の
販
売
が
好
調

で
、
出
資
金
が
過
剰
に

な
る
ほ
ど
で
し
た
。

和
市
は
新
し
い
事
業

を
始
め
る
こ
と
に
し
、

農
村
医
療
の
発
展
の
た

め
、
組
合
立
の
病
院
を

つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
延
吉
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
大
賛
成
だ
、
君
や
り
た
ま
え
」

と
激
励
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。

病
院
は
、昭
和
（
１
９
３
５
）

１０

年
、
郡
内
唯
一
の
総
合
病
院
と

し
て
御
幸
本
町
に
完
成
し
、
延

吉
に
よ
っ
て
更
生
病
院
と
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
丸
碧
か
ら
の

補
助
に
よ
っ
て
治
療
費
は
安
く

抑
え
ら
れ
、
更
生
病
院
の
入
院

費
は
親
子
丼
よ
り
安
い
と
絶
賛

さ
れ
ま
し
た
。

更
生
病
院
の
創
設
は
、「
日
本

デ
ン
マ
ー
ク
」と
い
う
呼
称
が

単
に
農
業
の
先
進
性
を
賞
賛
し

た
も
の
で
は
な
く
、
農
村
の
生

活
向
上
も
称
え
た
表
現
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

開開業当時の更生病開業当時の更生病院院（御幸本町）（御幸本町）
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海
外
留
学
を
す
る
大
学
生
等
へ
の
奨
学
金
制
度

●
募
集
人
数

６
人（
予
定
）

●
対
象
者

来
年
４
月
１
日

現
在

歳
以
下
で
、
次
の
全

２５

て
に
該
当
す
る
人

暫
本
人
及
び
保
護
者
が
市
内

に
1
年
以
上
住
所
が
あ
る

※
本
人
が
修
学
の
た
め
に
転

出
し
て
い
る
場
合
の
み
、

転
出
時
の
状
況
で
判
断
。

暫
市
税
の
滞
納
が
な
く
、
経

済
的
な
要
件
を
満
た
し
て

い
る

暫
国
内
の
大
学
等
に
在
籍
し
、

学
業
成
績
が
優
秀

暫
留
学
先
で
意
思
伝
達
が
で

き
る

●
対
象
と
な
る
留
学

来
年

４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

２９

日
に
開
始
し
、
期
間
が
３

３１カ
月
以
上
で
、
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
留

学①
在
籍
す
る
大
学
等
の
学
生

交
流
協
定
等
に
よ
る

■問
▼
教
育
委
員
会
総
務
課

（
緯〈

〉２
２
５
３
）

７１

②
留
学
先
で
取
得
し
た
単
位
が
、

在
籍
す
る
大
学
等
の
単
位
と
し

て
認
め
ら
れ
る

③
在
籍
す
る
大
学
等
で
専
攻
し
て

い
る
学
問
の
見
識
を
深
め
る

●
選
考

書
類
審
査
、
面
接

●
奨
学
金

留
学
先
の
国
・
地
域

に
応
じ
月
額
３
～
５
万
円

支
給

期
間
糸
１
年
以
内

●
申
し
込
み

来
年
１
月
４
日
捷

～

日
晶（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

２９
申
請
書
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）で

教
育
委
員
会
総
務
課（
〒

－

０

４４６

０
４
５
横
山
町
下
毛
賀
知

－

１
）

１３

へ※
申
請
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

南
明
治
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
通
行
が
便
利
に
な
り
ま
す

安
城
南
明
治
土
地
区
画
整
理
事

業
は
順
調
に
進
み
、
新
し
い
街
並

み
と
道
路
が
完
成
し
て
い
る
箇
所

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

月

日
晶
か
ら
、
左
図
の
と

１２

１８

お
り
交
通
規
制
等
が
変
わ
る
予
定

で
す
。

交
通
規
制
解
除
に
よ
り
、
交
通

の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
安
全

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
▼
南
明
治
整
備
課

（
緯〈

〉３
７
５
１
）

７１

田中拓真さん（愛知県立大学外国語学部英米学科３年）
たく ま

私は今、英国の大学に留学して
おり、他国からの留学生と共にマ
ーケティングや企業のマネジメン
ト方法等を学んでいます。授業を
英語で理解しなければならないた
め、予習復習が欠かせず、ついて
いくために奮闘する日々です。こ
のような厳しい環境に身を置くこ
とで英語力を鍛えています。

英語力に関しては、留学してまだ２カ月のため自分の思いが伝わらず、
毎日のように悔しい思いをします。それでも少しずつ自分の言いたいこと
が伝わるようになり、理解してもらえたときは、今までに味わったことが
ないほどの大きな喜びを感じます。

目標は、帰国までにイギリス英語を身につけること。今は全力で勉強し
て、少しでも目標に近づきたいと考えています。 〈抜粋して掲載〉
※全文及び他の留学生の体験記は市公式ウェブサイトに掲載しています。

留留学先での交流の様留学先での交流の様子子
（田中さんは右列前から2番目（田中さんは右列前から2番目））

広報あんじょう 2015.12.15牙

●
共
通
事
項

入
園
料
別
途
。
都

合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
あ
り
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
お
手
軽
ソ
ー
セ
ー
ジ
体
験

●
と
き

月

日
松
・

日
掌・

１２

１９

２０

日
抄
～

日
晶
午
後
１
時
・
３

２３

２５

時●
費
用

１
人
１
２
０
０
円（
２

人
以
上
か
ら
受
け
付
け
）

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

●
と
き

月

日
松
～

日
掌
、

１２

１９

２７

来
年
１
月
２
日
松
～
５
日
昇
午
前

時
～
午
後
３
時

１０●
内
容

砂
と
ガ
ラ
ス
細
工
を
使

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作

時
・
２
時

分
３０

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１８

●
費
用

円
７００

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
世
界
の
チ
ー
ズ
を
楽
し
も
う

●
と
き

来
年
１
月

日
昭
、
２

２１

月

日
昭
、
３
月

日
昭
午
前

１８

１７

１０

時

分
～
正
午（
全
３
回
）

３０
●
内
容

欧
州
を
中
心
と
し
た
各

国
の
チ
ー
ズ
を
味
わ
い
な
が
ら
、

チ
ー
ズ
の
特
色
、
歴
史
・
風
土
と

の
つ
な
が
り
、
ワ
イ
ン
の
選
び
方

や
楽
し
み
方
を
紹
介

●
講
師

加
藤
純じ

ゅ
ん

子
氏（
C
P
A

こ

認
定
チ
ー
ズ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
、
J
S
A
認
定
ワ
イ
ン
エ
キ
ス

パ
ー
ト
）

デ
ン
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
体
験
教
室

り●
定
員

各

人（
当
日
先
着
順
）

５０

●
費
用

１
４
０
０
円
か
ら

■
新
春
い
ち
ご
大
福
教
室

●
と
き

来
年
１
月
２
日
松
～
５

日
昇
・
９
日
松
～

日
抄
午
前

１１

１０

時

分
・

時

分
、
午
後
１
時・

３０

１１

３０

２
時

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

１６

●
費
用

円
５５０

●
申
し
込
み

当
日
午
前
９
時
３０

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で
同
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
へ

■
手
作
り
パ
ン
教
室「
ソ
ー
セ
ー

ジ
ロ
ー
ル
パ
ン
＆
動
物
あ
ん
パ
ン
」

●
と
き

来
年
１
月
２
日
松
～
５

日
昇
・
９
日
松
～

日
抄
午
後
１

１１

●
定
員

人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
費
用

６
０
０
０
円（
材
料
費

別
途
、
１
回
１
０
０
０
円
～
１
５

０
０
円
）

●
申
し
込
み

来
年
１
月
７
日
昭

ま
で
の
午
前
９
時

分
～
午
後
５

３０

時（
休
園
日
を
除
く
）に
、
電
話
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（taiken@
denpark.jp

）へ

■
地
元
の
野
菜
を
使
っ
て
つ
く
る

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

●
と
き

来
年
１
月

日
晶
午
前

２２

時
～
午
後
０
時

分

１０

３０

●
内
容

献
立
止
セ
ロ
リ
と
春
菊

の
ジ
ュ
ー
ス
、
紅
白
な
ま
す
、
中

華
風
鶏
の
唐
揚
げ
、
中
華
お
こ
わ

●
講
師

入
山
竜
彦
氏

た
つ
ひ
こ

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
費
用

１
５
０
０
円

●
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き

タ
オ
ル
・
箸

●
申
し
込
み

月

日
掌
午
前

１２

２０

９
時

分
か
ら
、
直
接
か
電
話
で

３０

同
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ

■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
緯〈

〉７
１
１
２
）

９２

う
つ
病
を
克
服
し
た
シ
ン

ガ
ー
に
よ
る
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
。
重
度
の
う
つ
病
を
経
験

し
た
体
験
談
と
合
わ
せ
、
笑

顔
で
歌
を
贈
り
ま
す
。

●
と
き

来
年
１
月

日
掌

１７

午
後
１
時

分
～
４
時（
受

３０

け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ

昭
林
公
民
館

●
講
師

稲
田
貴
久
氏

た
か
ひ
さ

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤・

在
学
の
人

●
定
員

人（
先
着
順
）

１００

●
問
い
合
わ
せ

事
務
局
・

布
目
さ
ん（
緯

〈
２
９
２
８
〉

０９０

２
０
２
６
）、市
保
健
セ
ン
タ

ー（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

稲稲田稲田氏氏


